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目的

I •アルゴリズムⅠ ex.第一分割開始時間

Ⅱ •アルゴリズムⅡ ex.第一分割終了時間

Ⅲ •アルゴリズムⅢ ex.第二分割にかかった時間

Time Lapse System（Primo Vision®）による
胚のセレクション

受精卵

胚盤胞

・・・



目的

I •アルゴリズムⅠ ex.第一分割開始時間

Ⅱ •アルゴリズムⅡ ex.第一分割終了時間

Ⅲ •アルゴリズムⅢ ex.第二分割にかかった時間

Time Lapse System（Primo Vision®）による
胚のセレクション

受精卵

胚盤胞

・・・

アルゴリズムは本当に妥当？
ちゃんとモニタリングできている？

解析が複雑・・・



目的

そこで今回、解析にタイムラプスを用い、

動的形態解析を行い導いた
タイムラプススコアをもとに胚移植あたりの
臨床妊娠率、妊娠継続率及び流産率への

影響を後方視野的に検討し、
従来どおりのVeeck分類を用いた形態観察との

比較検討も行った。



スコアリング方法
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胚発育速度のスコア表

参考:P.Kovacs et al. ASRM2013.

所見 減点スコア

1PN

1/2Direct Cleavage(1-3C)

Reverse

MNB

-0.5

不均衡分割

退化

液胞

透明帯異常

実質異常

膜異常

楕円

SERC

異常所見の減点スコア表

MAX.14点



方法

期間 2014年9月～2016年12月

対象 当院にて採卵し、胚盤胞まで培養後、

凍結融解単一胚盤胞移植を行った症例

（501症例1025周期）



方法

分類 ①Day3までVeeck分類で形態観察した症例群
（NTL群 380症例584周期）

Day3（74:30）までタイムラプスでスコアリングし、
②スコアが5.9以下の症例群 （A群 29症例36周期）
③スコアが6.0以上の症例群 （B群 92症例135周期）

NTL群、A群、B群の各群間の胚移植あたりの
妊娠率、妊娠継続率及び流産率を
後方視野的に比較検討



結果
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考察①

・タイムラプススコアが6.0以上の症例群の
臨床妊娠率及び妊娠継続率が他の2群に比べ
有意に高いことから、タイムラプススコアが
高い胚から移植することは妊娠成立に有効と考えた。

・タイムラプススコアが5.9以下の症例群の
臨床妊娠率及び妊娠継続率が他の2群に比べ
有意に低いことから、タイムラプススコアが
5.9以下の胚は胚移植の第一選択ではないと
考えた。



•もし、タイムラプススコアの低い胚しか
得られなかった場合は、
臨床妊娠率及び妊娠継続率が低いことを
患者に伝え、移植を実施せずに再度採卵するという
選択肢も提供できると考えた。

•タイムラプススコアで胚の状態を明確化することで、
従来の形態観察による胚移植よりも、
妊娠継続可能胚をより早く移植できる可能性が
上がると考えた。

考察②


